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（
公
判
前
整
理
手
続
等
に
お
け
る
決
定
）

第
二
十
九
条

次
に
掲
げ
る
事
項
は
、
公
判
前
整
理
手
続

及
び
期
日
間
整
理
手
続
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

一

秘
匿
決
定
若
し
く
は
呼
称
等
の
決
定
又
は
こ
れ
ら

の
決
定
を
取
り
消
す
決
定
を
す
る
こ
と
。

二

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
尋
問
又
は
被

告
人
の
供
述
を
求
め
る
手
続
を
公
判
期
日
外
に
お
い

て
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
。

（
証
拠
開
示
の
際
の
営
業
秘
密
の
秘
匿
要
請
）

第
三
十
条

検
察
官
又
は
弁
護
人
は
、
第
二
十
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百

九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
証
拠
書
類
又
は
証
拠

物
を
閲
覧
す
る
機
会
を
与
え
る
に
当
た
り
、
第
二
十
三

条
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
営
業
秘
密
を
構
成

す
る
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
特
定
さ
せ
る
こ
と
と
な

る
事
項
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
営
業
秘

密
に
基
づ
く
被
害
者
、
被
告
人
そ
の
他
の
者
の
事
業
活

動
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
相
手
方
に
対
し
、
そ
の
旨
を
告
げ
、
当
該
事

項
が
、
犯
罪
の
証
明
若
し
く
は
犯
罪
の
捜
査
又
は
被
告

人
の
防
御
に
関
し
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
関
係
者

（
被
告
人
を
含
む
。）に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
被
告
人
に
知
ら

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
当
該
事
項
の
う
ち
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
事
項
以

外
の
も
の
に
限
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
検
察
官
又
は
弁
護
人
が
刑
事
訴
訟

法
第
二
編
第
三
章
第
二
節
第
一
款
第
二
目
（
同
法
第
三

百
十
六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
証
拠
の
開
示
を
す
る
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
最
高
裁
判
所
規
則
へ
の
委
任
）

第
三
十
一
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二

十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
実
施
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制

等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を

「
第
十
八
条
第
一
項
」に
、「
第
十
四
条
第
一
項
第
七
号
」

を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
中「（
当
該
仮
通
常
実
施
権
を
許
諾
し
た
者
と
当
該
特
許
権
者
と
が
異
な
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
登
録
し
た
仮
通
常
実
施
権
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中「（
当
該
仮
通
常
実
施
権
を
許

諾
し
た
者
と
当
該
専
用
実
施
権
者
と
が
異
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
登
録
し
た
仮
通
常
実
施
権
を
有
す
る
者
に
限

る
。）」
を
削
り
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
六
項
本
文
」
を
「
第
七
項
本
文
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中「（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
も
と
の
特
許
出
願
に
係
る
仮
専
用
実
施
権
」
と
い
う
。）」
及
び「（
当
該
仮
通
常
実
施
権
を
許
諾
し
た
者
と
当
該

も
と
の
特
許
出
願
に
係
る
仮
専
用
実
施
権
を
有
す
る
者
と
が
異
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
登
録
し
た
仮
通
常
実
施
権

を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
六
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

法
律
第
六
十
三
号

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
特
許
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
二
第
三
項
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
百
二
十
六
条
第

五
項
」
を
「
第
百
二
十
六
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
第
百
三
十
四
条
の
二
第
三
項
、
第
百
三
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は

第
百
五
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
百
三
十
四
条
の
二
第
五
項
、
第
百
三
十
四
条
の
三
、
第
百
五
十
三
条
第
二
項
又
は

第
百
六
十
四
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
又
は
通
常
実
施
権
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
、
専
用
実
施
権
又
は
通
常
実

施
権
」
を
「
又
は
専
用
実
施
権
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
又
は
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
又
は
」
を
「
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
基
づ
く
特
許
権
の
移
転
の
登

録
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
発
明
も
」
を「
発
明
は
」に
、「
前

項
と
同
様
と
す
る
」
を
「
同
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
す
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
が
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
政
府
等
」
と
い
う
。）が

開
設
す
る
博
覧
会
若
し
く
は
政
府
等
以
外
の
者
が
開
設
す
る
博
覧
会
で
あ
つ
て
特
許
庁
長
官
が
指
定
す
る
も
の
に
、

パ
リ
条
約
の
同
盟
国
若
し
く
は
世
界
貿
易
機
関
の
加
盟
国
の
領
域
内
で
そ
の
政
府
等
若
し
く
は
そ
の
許
可
を
受
け
た

者
が
開
設
す
る
国
際
的
な
博
覧
会
に
、
又
は
パ
リ
条
約
の
同
盟
国
若
し
く
は
世
界
貿
易
機
関
の
加
盟
国
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
国
の
領
域
内
で
そ
の
政
府
等
若
し
く
は
そ
の
許
可
を
受
け
た
者
が
開
設
す
る
国
際
的
な
博
覧
会
で
あ

つ
て
特
許
庁
長
官
が
指
定
す
る
も
の
に
出
品
す
る
こ
と
に
よ
り
、」を
「
の
行
為
に
起
因
し
て
」
に
、「
一
に
」
を
「
い

ず
れ
か
に
」
に
改
め
、「
至
つ
た
発
明
」
の
下
に「（
発
明
、
実
用
新
案
、
意
匠
又
は
商
標
に
関
す
る
公
報
に
掲
載
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
第
一
項
と
」
を
「
前
項

と
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
又
は
」
を
削
り
、「
一
に
」
を「
い
ず
れ
か
に
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
七
項
中
「
第
三
十
九
条
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め

る
。第

三
十
四
条
の
二
第
七
項
中
「
次
条
第
六
項
本
文
」
を
「
次
条
第
七
項
本
文
」
に
改
め
る
。

（
弁
理
士
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
三
号
中
「
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第

六
号
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
若
し
く
は
第
七
号
」
に

改
め
る
。

（
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
四
条

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
中
「
、
第
十
三
条
」を
削
る
。

附
則
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

削
除

附
則
第
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
三
条

削
除

（
意
匠
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

意
匠
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十

八
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
一
条
第
三
号
中
「
及
び
第
十
五
条
」を
削
る
。

附
則
第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処

理
の
高
度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
が
一
部
施
行
日
後
と
な

る
場
合
に
お
い
て
、
同
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
お
け
る
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収

益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第

百
三
十
六
号
。
以
下
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い

う
。）別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
第
三

十
六
号
中
「
第
百
九
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

九
十
六
条
又
は
第
百
九
十
六
条
の
二
」
と
、
同
表
第

三
十
七
号
中
「
第
七
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七

十
八
条
又
は
第
七
十
八
条
の
二
」
と
す
る
。

附
則
第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
五
条

削
除

法
務
大
臣

江
田

五
月

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

内
閣
総
理
大
臣

菅

人
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